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◆

来
月

11
月
月
例
か
ら
冬
時
間
と
な
り
ま
す
。
３
月
ま
で

ス
タ
ー
ト
時
間
は
全
て
夏
時
間
よ
り
１
時
間
お
そ
く
な
り
ま
す
。

３
ｋ
ｍ
（
晴
天
時
）
は
（
Ａ
）（
Ｂ
）
２
本
に
分
け
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
仕
分
け
は
（
重
複
出
場
は
出
来
ま
せ
ん
）

（
冬
）
３
ｋ
ｍ
（
Ａ
）
３
０
０
０
番
台
以
下
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

（
冬
）
同

（
Ｂ
）
４
０
０
０
番

以

上
10
時
00
分
ス
タ
ー
ト
ま
た
、
３
Ｋ
コ
ー
ス
は

ス
タ
ー
ト
地
点
を
第
２
曲
走
路
出
口
と
し
グ
ラ
ン
ド
２
周
し
出
口
よ
り
出
ま
す
。

第４４０回 月 例

最 終 日 曜 日

第４３９回月例参加者動向

年間累計出場者 （ ～9月 11066 )

実数732 昨年同月は7070名 ３月震災でお休み）

2012..9.30 晴 SE1.0m/s 27.9 ℃ 63％ WBGT26

種 目 男子 女子 合計

10ｋ 317 42 359

５ｋ 337 44 381
３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 33 11 44

中学 9 1 10

大人 357 53 410

計 399 65 464

子ども１ｋ 92 55 147

延べ出場者 1145 151 1502

初参加者 99 25 124

棄 権 57 19 76

延べ参加者 1672 170 1842

◆来月の月例は、１1月２５日です。
１１月～３月までは冬時間。

子供１ｋ ９：15 ３Ｋ（Ａ）９：30
３Ｋ（Ｂ）10：00 ５ｋ 10：30
10ｋ 11：00 スタートです。（出場

受付は各種目の１５分前までに済ませて下さい）

http://ygqee.jp/kawasaki/

バ
ー
コ
ー
ド
取
り
付
け
位
置

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

左
下
に
付
け
て
頂
く

と
助
か
り
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
係
よ
り

実
行
委
員
会
よ
り

月
例
参
加
の
皆
様
へ

①
バ
ー
コ
ー
ド
の
取
り
付
け
位
置
は
下
の
図
よ
う
に

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
左
下
に
付
け
て
下
さ
い
。

②

連
続
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
等
の
保
管
期
間
は
６
ケ
月
と

し
ま
す
。

連
続
出
場
賞
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
等
を
な

か
な
か
取
り
に
来
ら
れ
な
い
方
も
お
り
、
事
務
所
も
手
狭
と
な

り
保
管
期
限
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
御
注
意
下
さ
い
。

③
今
日
第
34
回
河
原
駅
伝
11
時
30
分
ス
タ
ー
ト

１
２
1

Ｔ
。

８
７
１

三
乗

洋
元

２
８
７

野
口

信
弘

４
５
０

吉
田

和
男

１
２
９
９

我
孫
子
哲
也

２
２
２
４

加
藤

博
美

３
４
７
４

鳥
淵

裕
史

１
２
５
９

善
本
美
千
代

９
７
０

佐
藤

克
己

３
９
３
７

清
水

洋
一

４
１
１
２

西

一
宏

４
５
３
６

野
上

碧

◇
１
８
０
回
連
続
出
場
賞

４
５
５
１

杉
野
森
貞
幸

４
５
６
１

増
井

慶
成

１
１
４
２

早
田

奈
々

１
３
６
４

大
井

萌

２
３
６
１

小
出

基

２
８
１
３

笹
口

武
彦

４
７
０
１

山
内

一
晃

４
７
４
１

佐
野

純
哉

４
９
４
９

浦
部

清
行

４
９
５
９

山
添

啓
介

４
９
６
６

田
中

次
元

４
９
６
７

小
出

涼
太

４
９
６
８

二
ノ
丸
高
広

４
９
７
６

小
澤

拓
真

４
９
７
７

小
澤

一
彦

４
９
８
２

河
東
田

敦

４
９
８
９

福
井

五
郎

５
０
１
８

末
広

矩
行

１
６
５
５

小
澤

さ
ら

１
５
７
９

杉
原

美
咲

（
７
月
）

９
６

中
山

浩
明

６
７
０

押
田

幸
男

１
１
７
６

諸
橋

壮
也

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

◇

２
５
回
連
続
出
場
賞

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

３
５
回
連
続
出
場
賞

２
１
０
８

宮
崎

将
哉

３
１
６
７

橋
本

均

３
６
６
４

高
瀬

信
雄

３
６
９
７

山
村

恭
一

３
８
５
９

濱
田

浩

３
９
３
５

砂
辺

強

４
５
３
７

宮
森

裕
三

４
８
５
９

石
垣

普

５
０
６
７

斉
藤

敦

５
１
８
５

斉
藤

一
公

５
１
８
９

須
賀

健

５
２
７
３

武
内

和
之

５
２
９
１

林

由
之

５
４
１
４

久
保
田

耕

５
４
２
５

澁
谷

普

５
４
２
６

小
林

和
真

５
４
２
８

谷
口
凛
太
郎

５
４
２
９

盾
石

大
輔

５
４
３
０

盾
石

一
鳳

５
４
３
１

原

大
志

５
４
３
２

原

和
来

５
４
３
６

遠
藤

巧
真

５
４
５
３

権
守

智

５
４
５
７

平
岩

晴
仁

５
４
６
８

松
田

時
彦

４
７
９
４

浜
名

正
佳

４
８
２
５

小
野
川

透

４
８
６
９

柿
崎

正
明

第
４
４
０
回
月
例
表
彰
者

◇
１
５
０
回
連
続
出
場
賞

◇

６
５
回
連
続
出
場
賞

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

９
月
月
例

３
Ｋ
ｍ
ス
タ
ー
ト

９
月
月
例
３
ｋ
ｍ
（
Ａ
）
大
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
子
ど
も
た
ち

が
元
気
よ
く
最
前
列
か
ら
飛
び
出
し
て
行
き
ま
し
た

！”ＰｈＯＴＯレター ”！

10
／
14

第
12
回
民
医
連
ピ
ー
ス
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
イ
ン
福
島
大
会
。
月
例
マ
ラ
ソ
ン
よ
り
審
判
協
力

し
て
来
ま
し
た
。
（編
集
後
記
参
照
）左
写
真
は
ス
タ
ー

ト
風
景
。
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５
４
７
１

山
岸

匠

５
４
７
２

山
岸

晴
彦

５
４
７
７

佐
藤

圭

５
４
７
８

倉
持

歳
弘

５
４
９
５

大
西

康
浩

５
５
０
２

神
居

裕
介

５
５
０
５

平
林

正
史

５
５
０
８

嶋
田

政
晴

８
１
２

小
原

由
紀

１
０
５
３

南
地
香
津
葉

１
２
８
０

戸
井
田
未
来

１
２
９
９

槇
尾
三
也
子

１
７
３
８

原

志
歩

１
７
６
１

越

恵
理
子

１
７
６
５

越

ト
シ

１
８
２
６

盾
石

千
誉

１
８
２
７

盾
石

涼
子

１
８
３
０

原

海
咲
来

１
８
３
１

福
永

麻
鈴

◇

７
回
連
続
出
優
勝
賞

３
Ｋ
中
学
女
子
（
３
～
９
月
）

１
５
５
６

廣
田

千
慧

◇

３
回
連
続
出
優
勝
賞

３
Ｋ
中
学
男
子
（
７
～
９
月
）

４
０
８
９

土
門

将
輔

（
敬
称
略
）

お
詫
び
訂
正

９
月
河
原
版
で
１
５
０

回
連
続
出
場
賞
の
６
８
０
加
藤
重
之
さ
ん

の
連
続
回
数
を
１
０
０
回
と
表
記
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
１
５
０
回
連
続
出
場
」

に
訂
正
し
ま
す
。

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

左
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・
65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・

250
・300
回
が

あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
で
、

連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員

と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

来
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
第
29
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
陸
上
競
技
大
会

に
は
各
地
の
予
選
大
会
を
勝
ち
抜
き
、

あ
こ
が
れ
の
国
立
競
技
場
で
競
技
を

し
た
い
と
参
加
を
申
込
ん
だ
選
手
は

６
９
７
名
。
そ
の
中
に
岩
手
・
宮
城
・

福
島
の
被
災
地
か
ら
30
名
の
招
待
選

手
が
含
ま
れ
る
。
津
波
で
校
舎
も
流

さ
れ
た
宮
城
の
石
巻
中
の
選
手
も
参

加
し
ま
す
。
先
日
福
島
市
内
の
運
動

公
園
で
開
催
さ
れ
た
民
医
連
の
ピ
ー

ス
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
福
島
大
会
に
審

判
団
と
し
て
佐
藤
月
例
会
長
他
お
手

伝
い
に
参
上
し
た
。
前
回
３
年
前
は

こ
こ
古
市
場
で
開
催
さ
れ
が
今
回
は

東
北
復
興
支
援
の
一
助
を
込
め
て
福

島
大
会
と
な
っ
た
。
応
援
の
お
子
様

も
い
る
こ
と
も
あ
り
競
技
開
始
前
に

放
射
線
の
空
中
線
量
も
報
告
さ
れ
０
．

１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
放
送
さ

れ
て
い
た
。
前
日
の
交
流
会
で
は
地

元
の
医
師
よ
り
食
べ
物
や
居
住
環
境

か
ら
ど
う
放
射
線
か
ら
身
を
守
り
こ

の
地
に
踏
み
留
ま
っ
て
生
き
て
い
く

の
か
の
話
を
聞
い
た
。
10
万
余
の
方
々

が
故
郷
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
原
発

事
故
と
対
峙
す
る
日
本
が
あ
っ
た
。

編
集
後
記

①

１
３
５
６
菊
地
琴
子
ち
ゃ
ん

１
４
７
２
中
森

花
音
ち
ゃ
ん

１
４
９
１
早
田

澪
ち
ゃ
ん

カ

ノ

ン

ミ
オ

１
１
７
１
西
川
蒼
生
ち
ゃ
ん

１
６
１
６
早
川
眞
生

ｱ
ｵ
ｲ

マ

オ

ち
ゃ
ん

３
８
４
８

鈴
木
丈
士
君

５
６
０
９
小
柳

ジ
ョ
ウ
ジ

涼
月
君

１
７
７
１
植
田
真
麻
ち
ゃ
ん
。

リ
ョ
ウ
ガ今

回
参
加
し
た
子
ど
も
達
の
年
齢
は
３
歳
か
ら
10
歳

で
す
が
小
学
一
年
生
が
一
番
多
い
で
す
。

住
ま
い
は
み
ん
な
下
丸
子
近
辺
で
、
こ
こ
に
近
い
の

で
参
加
す
る
に
は
と
て
も
便
利
で
す
。

走
り
始
め
て
間
も
な
い
子
も
多
い
で
す
が
、
み
ん
な

走
る
の
が
と
て
も
大
好
き
で
、
走
り
終
わ
っ
た
あ
と
の

セ
リ
フ
は
、｢

ま
た
走
っ
て
み
た
い
」
が
多
い
よ
う
で
す
。

今
度
の
日
曜
日
は
運
動
会
が
あ
る
の
で
、
リ
レ
ー
に

出
る
選
手
も
い
て
今
日
は
い
い
練
習
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ソ
ー
ラ
ン
節
の
練
習
も
あ
る
の
で
し
っ
か
り
体
力

を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

②

高
速
ベ
ア

４
５
１
２

柴
田
政
幸
さ
ん

１
４
４
３

柴
田
洋
子
さ
ん

ご
夫
妻

夫
の
フ
ル
自
己
ベ
ス
ト
は
２
時
間
37
分
で
、
別
大
マ

ラ
ソ
ン
は
何
回
か
参
加
し
て
い
ま
す
。
月
間
走
行
距
離

は
３
０
０
～
４
０
０
㌔
で
そ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
走
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
岡
を
走
る
こ
と
を
目

標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

妻
（
私
）
の
ベ
ス
ト
は
「
つ
く
ば｣

で
出
し
た
３
時
間

05
分
で
す
。
何
と
か
頑
張
っ
て
サ
ブ
３
を
達
成
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
も
月
の
走
行
距
離
は
３
０
０

㌔
く
ら
い
で
す
。

住
ま
い
は
新
百
合
ヶ
丘
で
す
が
、
普
段
は
丘
陸
地
帯
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
月
例
は
今
回
で
２
回
目
で
す
。
少
し
暑
か
っ
た
で
し
た

が
、
暑
い
の
は
好
き
な
方
な
の
で
い
い
気
分
で
走
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
次
回
頑
張
り
ま
す
。

③

２
５
０
回
連
続
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
は
３
０
０
回
を
目
指
し
ま
す
。
松
永
さ
ん
。

④
10
㌔

女
子
１
位

１
４
６
０

相
賀
朋
子
さ
ん

月
例
は
こ
れ
ま

で
４
～
５
回
参
加

し
て
い
ま
す
が
、

夏
の
参
加
は
久
し

ぶ
り
で
す
。

E
a

ア
ス
リ
ー
ト

に
所
属
し
て
い
ま

す
。普

段
は
皇
居

や
駒
沢
公
園

◇

４
回
連
続
出
場
賞

つ
づ
き

第
４
３
９
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

桜
が
蕾
み
、
満
開
を
む
か
え
る
４
月
の
上
旬
は
、

社
会
人
と
し
て
人
生
の
第
一
歩
を
歩
み
だ
す
人
達

が
大
勢
い
る
。

新
入
職
員
の
歓
迎
会
も
職
場
で
は
恒
例
に
な
っ

て
い
る
。
会
費
制
だ
が
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
会
費

な
し
で
あ
る
。
が
さ
つ
な
男
達
ば
か
り
の
職
場
で

親
し
い
仲
間
と
居
酒
屋
で
呑
む
と
き
、
コ
ッ
プ
一

杯
し
か
呑
め
な
い
奴
も
、
大
食
い
で
底
な
し
の
呑

兵
衛
な
奴
で
も
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
割
り
勘
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
我
々
の
常
識
を
く
つ
が
え
す

よ
う
な
呑
み
方
を
す
る
人
達
が
い
た
。

い
つ
も
の
居
酒
屋
で
賑
や
か
に
呑
ん
で
い
た
と

き
、
と
な
り
の
席
で
同
じ
職
場
の
人
達
（
貯
金
課
）

が
４
人
で
呑
ん
で
い
た
。

先
に
き
て
呑
ん
で
い
た
ら
し
く
、
２
０
分
も
し
た

ら
呑
み
代
の
勘
定
を
し
て
い
た
。
「
わ
た
し
は
、

大
瓶
１
本
と
焼
き
鳥
５
本
だ
か
ら
８
５
０
円
で
す

ね
」
「
お
れ
は
、
「
チ
ュ
ウ
ハ
２
杯
に
刺
身
盛
り

で
１
２
０
０
円
だ
ね
」
な
ん
と
各
々
が
腹
の
な
か

に
流
し
こ
ん
だ
分
の
金
額
を
さ
し
だ
し
て
い
た
。

さ
す
が
金
銭
を
あ
つ
か
う
職
場
だ
け
あ
っ
て
や

る
こ
と
が
細
か
い
、
お
ま
け
に
自
分
た
ち
の
残
り

物
を
も
っ
た
い
な
い
か
ら
と
、
我
々
の
席
に
置
い

て
い
っ
た
。
（
誰
も

手
を
だ
さ
な
か
っ
た
）

女
房
の
女
友
達
で

大
の
韓
国
フ
ア
ン
が

い
る
。
最
初
は
冬
ソ

ナ
に
は
ま
り
、
年
に
２
～
３
回
、
韓
国
旅
行
を
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
ド
ラ
マ
の
撮
影
が
行
わ
れ
た

場
所
を
め
ぐ
る
観
光
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

私
た
ち
も
一
度
、
彼
女
と
一
緒
に
韓
国
ド
ラ
マ
、

オ
ー
ル
イ
ン
（
イ
ビ
ョ
ン
ホ
ン
主
演
）
の
ロ
ケ
地

で
あ
る
済
州
島
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

韓
国
語
も
勉
強
中
で
観
光
客
あ
い
て
の
店
員
さ

ん
相
手
に
「
ア
ニ
ハ
セ
ヨ
ー
」
「
コ
マ
ス
ミ
ダ
ー
」

な
ど
声
を
か
け
て
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
彼
女
に
さ
そ
わ
れ
て
東
京
の
新
大
久
保
に

も
行
っ
た
。
韓
国
の
街
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
多
く

の
飲
食
店
や
装
飾
店
（
民
族
衣
装
）
が
立
ち
並
び
、

ど
の
店
も
韓
流
フ
ア
ン
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

３
人
で
韓
国
料
理
を
味
わ
う
た
め
、
彼
女
の
す

す
め
る
お
店
に
は
い
っ
た
。
昼
食
だ
が
私
は
食
前

酒
に
マ
ッ
コ
リ
を
呑
ん
だ
。
一
杯
で
は
も
の
た
り

な
く
３
杯
も
の
ん
だ
。
料
理
も
お
ま
か
せ
の
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
。
旅
の
思
い
で
話
し
を
し
な
が
ら
、

楽
し
く
飲
み
食
い
し
た
。
そ
し
て
お
勘
定
の
と
き
、

て
っ
き
り
割
り
勘
と
お
も
っ
て
い
た
ら
、
呑
兵
衛

な
か
ま
の
常
識
が
拒
否
さ
れ
、
一
瞬
し
ら
け
た
気

分
に
な
っ
て
し
な
っ
た
。

（
完
）

親
し
い
仲
で
も
割
勘

そ
れ
と
も
個
別

１
６
２

山
下

覚

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
フ
ル
の
ベ
ス
ト
は
３
時
間
10
分
で
、
何
と
か
３

時
間
以
内
で
走
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
大
阪
国
際
女
子
を
走
り
ま
す
。

①

② ③

④


